
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

津津津軽軽軽広広広域域域連連連合合合だだだよよより

特特集集：：「「津津軽軽のの名名人人・・達達人人ババ

A 

C 

E 

１月１

連合主催

いまつ

ただきま

第１面で

一部を写

 写真中央、佐藤令枝さんのフラワーデザ

インの作品「さくらの」。 

展示･体験コーナー、ステージイベントに

出演者した名人･達人のみなさんを掲載（ア

ルファベットで表示）。A工藤金四郎さん、B

笹木啓子さん、C 長内うめ子さん、D こばま

ゆさん、E 寺田北城さん、F アヤノさん、G

秋田穂積さん、H 境江利子さん、I 小山内
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ババンンククふふれれああいいままつつりり」」  

忍さん、J対

L外川譲二さ

ん、O駒井岳

信子さん、R

ん、T小山内

さん、V 柳田

木村英丸さん

さん。以上、

S T

２日から１４日まで開催した津軽広域

催の「津軽の名人・達人バンクふれあ

り」には、たくさんの方々にお越しい

ましたこと、心より感謝申し上げます。

では、数あるシーンを振り返り、その

写真で紹介いたします。 

（第２面に続く） 
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対馬てみさん、K石戸谷正子さん、

さん、M神翠宣さん、N比内國道さ

岳慶さん、P田澤久雄さん、Q八木

瓜田京さん、S ちづいいまこさ

内貞子さん、Uトレゾア（Trezor）

田光祥さん、W 葛西サツさん、X

ん、Y おくで博さん、Z 日高佳子

27名。 
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月 日 講 師 内 容 施 設 

４月 10 日 原子 エミ 親子向けのヨーガ 
あけぼの保育園支

援センター 

５月 26 日 おくで 博 マジック 中郷保育園 

５月 31 日 おくで 博 マジックの指導 東英小学校 

６月２日 境 江利子 子育て中の保護者への講話 岳暘保育園 

６月３日 白幡 美鈴 エアロビックダンス 蔵館小学校 

６月 10 日 境 江利子 親子レクリエーション 大和沢小学校 

６月 16 日 おくで 博 マジック 山郷館 

６月 17 日 おくで 博 マジックの指導 石川小学校 

６月 30 日 成田幻節 ねぷた灯籠作り 三省児童館 

７月７日 おくで 博 マジック 西目屋小学校 

７月 22 日 おくで 博 マジック 
老人福祉 

センター瑞風園 

７月 29 日 小山内 忍 おもちゃドクター養成講座※ 平川市児童館 

８月１日 Trezor（ﾄﾚｿﾞｱ） 花育※ 明誠保育園 

８月 10 日 おくで 博 マジックの実演 岩木児童センター 

８月 18 日 福士るみ子 料理 西目屋小学校 

８月 28 日 下山 明子 親子ヨーガでストレス解消 
弘前保育所子育て

支援センター 

９月 15 日 下山 明子 ヨーガ 
おおわに文化幼稚

園 

９月 19 日 アヤノ 
ミニ音楽会  

ハッピーコンサート※ 
黒石若葉保育園 

10 月 24 日 須藤  勉 親子でレクリエーション※ 大浦保育所 

10 月 26 日 原子 エミ ヨーガ 藤崎幼稚園 

11 月 14 日 白幡 美鈴 エアロビクス 
シニアフィットネ

スあけぼの 

11 月 28 日 千葉 仁子 おはなし教室 大浦保育所 

12 月８日 おくで 博 マジックショー 大沢児童館 

１月８日 葛西 伸昭 器械体操教室 岩木児童センター 

２月２日 境 江利子 足つぼマッサージ・あんよセラピー 大沢児童館 

                                     注：内容の※表示は、第４面に記事を掲載しています。 

平成２４年度は、学校、児童施設高齢者施設などに２５回、

津軽の名人・達人バンクの登録者を派遣しました。    

平成 25 年度も事業を継続いたしますので、皆さんのイベ

ント・講演等に積極的にご活用ください。詳しくは、ホーム

ページをご覧いただくか、電話でお問い合わせください。 

  

要介護認定適正化事業 

平成 25 年 1 月 12 日から１４日まで、さくら野

百貨店弘前店１階で“津軽の名人・達人バンクふれ

あいまつり”が開催されました。 

津軽広域連合では、津軽地域における文化・芸術・

スポーツ・レクリエーション活動などの生涯学習や

地場産業の振興に寄与するため、自主的な学習機会

の充実を目指し、さまざまな分野において一芸に秀

でた人材が、学校・施設等へ講師・指導者として出

向いてもらうことを目的とした“津軽の名人・達人

バンク”の登録者を募集しており、2 月末現在の登

録者は 8７名になります。 

「ふれあいまつり」は、その登録者（名人・達人）

の秀逸した技能や作品を日頃の成果として広くみな

さんに知っていただく機会として、今回初めて行っ

たものです。 

イベントの内容は、展示・体験コーナーを設置し

て、お客様をお迎えしたものと、最終日（14 日）

に、同百貨店アクアリウム渡嘉敷前において催され

たステージイベントで構成しておりました。 

展示・体験コーナーでは、日頃の活動レポートや

作品をパネルやテーブルに展示したほか、煎茶の茶

席、アロマテラピー・押し花・折り紙遊び・プリザ

ーブドフラワー・アンチエージング・ヨーガを体験

していただくなど、みなさんに実際に、目で見て、

触れ、感じていただくことができました。 

 

特に、来場のお子さん 

に好評だったのが手回し 

発電のおもちゃで、実際 

に触れたお子さんの満面 

の笑顔が印象的でした。 

ステージでは、マジッ 

クショー、音楽・詩吟や 

舞・語り手による昔話な 

どのミニライブ、はかまの着付けや彩書道などの実

演があり、日頃の実力を遺憾なく発揮した姿に、会

場は“立ち見”も出るほど盛況で、みなさんに楽し

んでいただけたようでした。 

なかでもギター 

やエレクトーンな 

ど楽器の生演奏や 

民謡、指笛などは 

観客も巻き込んで、 

会場を大いに沸か 

せていました。 

また、圏域市町 

村の協力で、弘前市の「たか丸くん」、黒石やきそば

応援団ブラストの「つゆヤキソバン」、平川市の「ヤ

ーヤくん」、藤崎町の「ふじ丸くん」の 4 体の“ゆる

キャラ”が応援に駆け付け、会場全体を大いに盛り

上げてくれました。 

 

「「津津軽軽のの名名人人・・達達人人ババンンクク」」ふふふ れれれ あああ いいい ままま つつつ りりり 開開開 催催催 ！！！

      

手回し発電のおもちゃに興じる来場の

お子さんと外川譲二さん（写真右奥）

左よりヤーヤくん、つゆヤキソバン、ふじ丸 

くん、たか丸くん。会場は盛り上がりました。

平平成成２２４４年年度度津津軽軽のの名名人人・・達達人人ババンンクク  

講講 師師 派派 遣遣 事事 業業 実実 績績

議会の動き 

地域資源レポート紹介（パート１）

 ２月２１日、弘前地区 

環境整備センターにおい 

て平成２５年第１回津軽 

広域連合議会定例会が開 

催されました。 

 会議では、議員提出議 

案である専決処分事項の 

指定についてのほか、平 

成２４年度一般会計補正 

予算（第２号）、平成２５ 

年度一般会計予算、津軽広域連合議員報酬・費用弁

償等の額及びその支給方法条例及び津軽広域連合障

害程度区分判定審査会の委員の定数等を定める条例

の一部を改正する条例など合計５案件が審議され、

原案どおり可決されました。 

また、平成２５年度予算は、歳入・歳出とも予算

総額１億 8,130 万９千円で、前年度比６７９万２

千円、３．９％増となっております。概要は下（円

グラフ）のとおりです。 

予備費 

450 千円 

議会費 

3,104 千円 歳 出
181,309 千円

公債費 

66 千円 

民生費 

120,067千円 

諸収入 

10 千円 
繰入金

17,000 
千円 

財産 

収入 

5,779 
千円 

分担金及

び負担金 

158,520 

千円 

新議員紹介 
新たな津軽広域連合議会

議員として田舎館村から

小野新太郎議員が選出さ

れました。 

 

歳 入 
181,309 千円

総務費 

51,843 千円 

基金積立金

5,779 千円 

当広域連合介護認定審査会

では、この事業での助言内容を

踏まえ、引き続き公平・公正な

審査会運 

営に努め 

てまいり 

ます。 

平成２４年１２月１３日、弘前

市役所において、要介護認定適正

化事業（実施主体：厚生労働省）

が実施されました。 

当日は、認定適正化専門員など

厚生労働省職員３名、県介護保険

愛 車 精 神 

 

     H24.6.10 弘前市城北地区

昭和 49 年からこの車を使い、39 年

になるそうです。 

走行７万㎞だそうで、毎日きれいに

磨かれて、車を愛する気持ちがうかが

えます。       （内海俊治／弘前市）

岩木山をバックにリンゴの枝 

の剪定作業 

  H24.４.1４藤崎町 

林崎のりんご園で長枝が整理整頓 

された光景です。 

この時期は、積雪により、ハシゴ 

なしでも、作業がはかどるそうです。

（やましゅん／弘前市）

ブナの巨木と文学 

 
H２４.１０.３西目屋村 

白神山地で出会ったブナの巨樹です。 

春夏秋冬自然の優しさと厳しさを生き抜

いた堂々たる姿を見ていると、宮沢賢治の  

「雨ニモマケズ風ニモマケズ…」の一節が  

浮かんできました。 

心はなぜか詩人 

になった気持ちで 

帰途につきました。 

（松谷 恭／弘前市） 

担当職員 3 名が当広域連合を訪

れ、審査会を傍聴した後、審査会

委員との意見交換を行いました。 

また、事務局に対するヒアリン

グおよび適正化に向けた協議な

ど、今後の審査会運営のための助

言がありました。 



   

 ◎平成２４年７月２９日（日） 

◎平川市健康センター（平川市） 

◎参加者／３０名（６歳～７６歳） 

小山内 忍（登録Ｎｏ．６３） 

平川市児童館が、将来の 

「おもちゃのお医者さん」 

の養成を目的に講師として 

小山内さんを招いたもので 

す。 

修繕の相談では、電池に起因するものが多いため、電池の 

種類、取り扱いの説明などから始まり、実際に電池のチェッ 

クを行ったり、ドライバーを使っておもちゃの解体と組立を 

体験して修繕の際、部品の整理整頓が大切であることを学び 

ました。 

◎平成２４年８月１日（水） 

◎明誠保育園（弘前市） 

◎参加者／園児１１名、保育士など３名 

Ｔｒｅｚｏr（トレゾア）（登録Ｎｏ．７５） 

 「食育」に取り組んできた明誠保育園が、 

トレゾアさんを招き、草花との触れ合いを通 

して園児の豊かな心を育む「花育」を行うも 

のです。説明の後、春先園内に園児たちが種 

を蒔いたヒマワリを摘み取り、ほかの草花も 

組み合わせ、特製の透明容器に思い思いに飾 

り付けをして作品を完成させました。作品は 

一人ひとり紹介され、良い点を褒められまし 

た。花育を通じて、花の美しさと生命のはかなさを、真剣に受け止め 

る園児の表情が印象的でした。 

◎平成２４年９月１９日（水） 

◎黒石若葉保育園（黒石市） 

◎参加者／園児３８名、保育士 

アヤノ（登録Ｎｏ．８２）          など 13 名 

 音楽会は、童謡と日本や西洋の子供向けアニメ主題歌など 

全１０曲で構成されていま 

した。 

一曲目から園児たちの手 

拍子や合唱が加わるなど、 

盛り上がりを見せていまし 

た。特に振付けのある曲では、講師が手足の動きを披露する 

と、園児たちが直ぐさまそれを真似します。演奏が再開され 

ると一斉に飛び出して、パンダ・ウサギ・トンボなどの真似 

をし、最後まで笑顔が絶えませんでした。 

また、講師がアカペラで歌う場面では、うっとりとする 

園児の姿も見られました。 

 
 

イベントの講師・指導者をお探しなら、津軽の名人・達人バンクをご活用ください。多彩な

ジャンルの名人・達人８７名が、皆様からの依頼を待っています。詳細については、津軽広

域連合のホームページをご覧いただくか、電話でお問い合せください。 

地域資源レポート紹介（パート２）

あけぼの保育園のバラ 

       H24.6.16 黒石市 

先日、あけぼの保育園の前を散歩し 

ていたら、パッと明るくなるような 

素晴らしい光景に出合えました。 

聞いたところ、４０種類程のバラを 

植えているとのことでした。 

（ひろゆき／黒石市）  

りんごとチューリップフェスティバル 

         H24.５.１９藤崎町 

弘前大学農学生命科学部付属藤崎農場で、 

弘前大学をもっと身近に知っていただくた 

めに開催されていて、農場を開放していま 

す。当日は、弘大グッズや藤崎農場産の加 

工品も用意されていました。  

（藤田 雄／藤崎町）

（ 問 い 合 わ せ ） 0 1 7 2 - 8 2 - 1 2 0 1 

〒036-1393 

青森県弘前市大字賀田一丁目１番地１ 

詳しくは web で 

津軽広域連合は、弘前市・黒石市・平川市・藤崎町・板柳町・大鰐町・田舎館村・

西目屋村の８市町村により、要介護認定審査・障害程度区分判定審査ほか、各種

ソフト事業などのさまざまな事務事業を共同で実施する特別地方公共団体です。 
津軽広域連合 検索

◎平成２４年１０月２４日（水） 

◎岩木児童センター（弘前市） 

◎参加者／３９名（幼児とその母親） 

須藤 勉（登録Ｎｏ．２３）       保育士など 3 名 

大浦保育所子育て支援センターの親子レクリエー 

ションの講師として須藤さんを招いたものです。 

講師が取り出した８の字型のペーパーリングは、 

頭上から不規則に舞い落ちました。幼児たちは、 

“紙のおもちゃ”の動きに歓声を上げながら、必死 

に捕まえようとしますが、なかなか手が 

届きません。お母さんが、これを拾うと 

幼児たちは、何度も挑戦していました。 

講師からの「自宅の身近なもので、手 

作りおもちゃの作成に、親子で挑戦して欲 

しい。」とのメッセージに、参加者は感心

していました。 


